
毎
年
、
こ
の
時
期
に
な
り
ま
す

と
、
自
治
体
「
特
定
健
診
」
が
、

ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
の
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
健

診
と
言
っ
て
、
日
本
人
死
亡
原
因

の
第
２
位
、
第
４
位
の
心
臓
病
、

脳
血
管
障
害
の
原
因
と
な
る
糖
尿

病
、
脂
質
代
謝
異
常
、
高
血
圧
な

ど
の
生
活
習
慣
病
を
早
期
に
発
見

し
、
予
防
・
治
療
に
結
び
付
け
る

こ
と
を
目
的
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

受
診
率
は
各
区
と
も
４０
％
台
と

低
く
、
ど
の
自
治
体
も
、
そ
の
受

診
率
ア
ッ
プ
に
苦
戦
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。

未
受
診
者
の
中
に
は
、「
定
期

的
に
医
療
機
関
に
通
院
し
て
い
る

の
で
、
健
診
を
受
け
な
い
」
と
言

う
方
が
い
ま
す
が
、
定
期
通
院
の

場
合
で
も
、
通
院
し
て
い
る
疾
患

の
事
に
関
し
て
は
、
経
過
を
追
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
疾
患

は
、
意
外
と
調
べ
て
い
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
こ

の
健
診
を
受
け
、
全
身
チ
ェ
ッ
ク

を
し
ま
し
ょ
う
。

健
診
の
内
容
は
、
胸
部
レ
ン
ト

ゲ
ン
、
心
電
図
、
検
尿
・
採
血
、

身
体
測
定
、
血
圧
測
定
を
含
む
医

師
に
よ
る
診
察
で
す
。

 「
特
定
健
診
」
は
、
お
住
ま
い

の
自
治
体
よ
り
対
象
と
な
る
皆
様

に
、
受
診
券
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

実
施
期
間
や
内
容
な
ど
が
自
治
体

ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
自
治

体
の
広
報
誌
や
区
役
所
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た

め
に
、
年
1
回
は
健
康
診
断
を
受

け
ま
し
ょ
う
。

東
京
に
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
三
社
祭
、
山
王
祭

や
神
田
祭
と
と
も
に
「
江
戸
三
大
祭
」
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
お
り
、
毎
年
大
勢
の
人
で
賑
わ

い
ま
す
。
昨
年
は
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催

に
あ
た
り
日
程
の
変
更
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今

年
は
例
年
通
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
三
社

祭
」
は
正
式
名
称
を
「
浅
草
神
社
例
大
祭
」
と

い
い
、
浅
草
神
社
の
祭
礼
の
一
つ
に
な
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。
そ
こ
に
は
浅
草
寺
と
深
い
つ
な

が
り
が
あ
り
ま
し
た 

▼
時
は
６
８
２
年
飛
鳥

時
代
に
遡
り
ま
す
。
檜
前
浜
成
（
ひ
の
く
ま
の

は
ま
な
り
）・
竹
成
（
た
け
な
り
）
兄
弟
が
江

戸
浦
（
現
在
の
隅
田
川
）
で
漁
を
し
て
い
た
時

の
こ
と
、
そ
の
日
は
一
匹
も
魚
は
か
か
ら
ず
人

型
の
像
が
上
が
り
ま
し
た
。
何
度
か
そ
の
像
を

投
げ
捨
て
て
、
や
り
直
し
て
も
魚
で
は
な
く
同

じ
人
型
の
像
だ
け
が
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
不

思
議
に
思
っ
た
二
人
は
そ
の
像
を
持
ち
帰
り
、

時
の
郷
司
は
じ
の
な
か
と
も
に
、
そ
の
日
の
出

来
事
を
話
し
持
ち
帰
っ
た
像
を
見
せ
ま
し
た
。

す
る
と
そ
の
像
は
「
聖
観
世
菩
薩
」
と
い
う
観

音
様
で
あ
る
こ
と
が
解
か
っ
た
そ
う
で
す
▼
そ

の
後
、
土
師
中
知 

（
は
じ
の
な
か
と
も
）
が
出

家
し
て
、
自
宅
を
寺
に
改
し
、
聖
観
世
音
菩
薩

を
祀
っ
た
の
が
浅
草
寺
の
始
ま
り
に
な
り
ま
し

た
▼
以
後
、
土
師
中
知 

、
檜
前
浜
成
・
竹
成

の
三
人
を
神
と
し
て
祀
り
「
三
社
権
現
社
」
と

し
た
の
が
浅
草
神
社
の
始
ま
り
と
言
わ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。「
三
社
祭
」
の
「
三
社
」
は
こ

こ
か
ら
来
て
い
る
そ
う
で
す
。（
鈴
）

■梶原デイサービスに空きがあります。申込・見学を受け付けています。連絡先☎03-3911-7265

いつでもおいでや。子どもも大人も集まるみんなの“さと”

日雇い労働者の街・釜ヶ崎で38年間続く子供達の
集いの場「こどもの里」。
人情が色濃く残る街の人々の奮闘を描く、涙と笑
いあふれるドキュメンタリー

さとにきたらええやん
上映会

●と　き：
　2017年6月10日（土）
　午後６時～
●ところ：
　北とぴあ ドームホール６階
　（北区王子1-11-1）
●入場整理券：
　500円（組織部にて）
　※当日券はありません。
●主　催：
　東京ふれあい医療生活協同組合
●後　援：
　北区社会福祉協議会

問合せ : 生協本部・組織部　03-3911-2005

年
１
回
は
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

コ
ラ
ム
聴
診
器

（2017年3月末日現在）
16.716名 551.417千円

2017 年

6月号 No.459

［1］2017年6月 No. 459あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）

健康診断を受診し病気の
早期発見・早期治療を

「
特
定
健
診
」の
予
約

は
お
早
め
に
!

　　　　　 　詳細は北区区報をご覧ください。

●実施期間及び対象者　
　平成29年6月1日から8月31日 40歳から74歳
●実施期間及び対象者　
　平成29年9月7日から10月31日 75歳以上
※年齢により実施期間が違いますので、間違えないようにご確認ください。

北区

「特定健診」は予約制で実施いたします。10月11月は大変込み
合いますので、早めのご予約、受診をお勧めしています。
また、荒川区助成の胃がん検診や大腸がん検診を受診され、精密検
査が必要な方の予約も受付けています。（但し、保険診療となります）

荒川区

予約受付 宮の前診療所　☎03-3800-7111

実施期間  平成29年5月から平成30年1月まで（場合によっては
2月まで）

実施期間 平成29年7月1日から
 11月30日

対象者 ①足立区国民健康保険加入者、40歳以上の方
 ② 足立区後期高齢者医療保険に加入されている方
 ③ 足立区在住の集合契約を結んだ社会保険に加入されている受診券

の発行を受けた方
 ④ 足立区在住の生活保護受給者で40歳以上の方
※①･②対象の方には、5月中旬より足立区より受診券が送付されます。
※③対象の方の受診券は所属されている保険者へお問い合わせ下さい。
※ ④対象の方は10月10日から12月26日の間に足立区へお申し込みいただき、11月1日から1月31日の間に
実施となります。

対象者 ① 荒川区国民健康保険加入で40歳以上
の方

 ② 荒川区在住の後期高齢者医療制度に加
入されている方

 ③ 荒川区在住の生活保護受給者で40歳
以上の方

実施内容は上記のとおりです。（荒川区の説明会実施前なの
で詳細は未定）
※対象の方には荒川区保健所より受診券が送付される予定です。
※対象の方は胃がんハイリスク検診も同時受診できます。  そしてもちろん今年度も、40歳から64歳までの方が9月までに特定健診を受けると、抽選で200

名様に足立区より8,640円コースのカタログギフトが当たります！
ふれあいファミリークリニックではその他、足立区の助成により大腸がん検診・胃がんハイリスク
検診・前立腺がん検診･肺がん検診が受けられます。年に一度の健康チェックとして、ぜひご活
用下さい。

足立区

予約受付 ふれあいファミリークリニック　☎03-6908-4330

梶原診療所健診センター



2
0
1
6
年
度

第
11
回
理
事
会

－

開
催
日
４
月
9
日

▼〔
報
告
事
項
〕

①
３
月
加
入
５２
名 

増
資

２
、１
１
６
千
円 

班
会
開
催

３
月
３４
班
②
３
月
診
療
所
外

来
９３
％
･
在
宅
数
昨
年
比

９９
％
訪
問
系
延
数
１
１
９
％

③
２
月
決
算
・
経
常
剰
余

２
４
８
万
円
の
赤
字
④
現
金

監
査

▼〔
協
議
事
項
〕

①
２
月
度
の
経
営
状
況
に
つ

い
て
②
昇
格
人
事
に
つ
い
て

③
F
F
C
複
合
機
リ
ー
ス
見
直

し
④
労
災
レ
セ
プ
ト
シ
ス
テ

ム
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
費
用
⑤
本

部
会
計
ソ
フ
ト
変
更

回
答
：
毎
朝
、
看
護
師
が

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
の
で
す
が　

そ

の
日
は
入
れ
忘
れ
て
い
た
と

の
こ
と
で
し
た
。
今
後
は　

朝
の
清
掃
担
当
の
方
に
ス

イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
ら
い
、

看
護
師
が
確
認
す
る
と
い
う

チ
ェ
ッ
ク
体
制
で
対
応
す
る

よ
う
対
策
を
た
て
ま
し
た
。

診
療
所
に
関
し
て
お
気
づ

き
の
こ
と
が
あ
れ
ば
、
何
で

も
結
構
で
す
。
お
気
軽
に
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

利
用
委
員
会
で
は
、
院
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
ご
協
力
い

た
だ
け
る
方
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
お
願
い
し
た
い
こ
と

は
車
送
迎
で
来
院
す
る
患
者

様
の
移
動
の
介
助
、
駐
車
違

反
対
策
の
た
め
の
車
の
見
張

り
番
、
院
内
で
困
っ
て
い
る

人
へ
の
対
応
な
ど
で
す
。
特

別
な
知
識
、
技
術
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。
ご
協
力
い
た
だ

け
る
方
は
宮
の
前
診
療
所
の

職
員
へ
お
声
か
け
て
く
だ
さ

い
！！

（
事
務
長
：
北
條
記
）

移転等の際に住所変更等のお届けがされない場合、生協からの機関紙などのお知らせを発信して
も、長期にわたって届かないということが発生します。そして、一定期間(2年以上)医療生協との音
信が途絶えた場合、医療生協はその組合員から｢脱退の予告があったもの｣とみなし、定款第10条
の２により、この事実を公告した後、事業年度末に「自由脱退」したものとして事務手続きを進めま
す。住所や氏名など変更がありましたら、速やかに医療生協にご連絡くださるようお願いします。

生協本部・組織部 ☎03-3911-2005

東京都にお住まいの方、勤務地を有されている方は、東京ふれあい医療生協に加入していただけま
す。出資金の減額や、都外転居および死亡以外の理由よる「自由脱退」については、毎年12月末
日までにご連絡いただき、翌年３月末日に処理させていただくことが基本となっています。
ご相談やお問い合わせは、医療生協にご連絡くださるようお願いします。

生協本部・組織部 ☎03-3911-2005
〈参考〉定款第10条（自由脱退）組合員は、事業年度の末日の90日前までにこの組合に予告し、当該事業年度の終わりにおいて脱
退することができる。同17条（出資口数の減少）組合員は、やむを得ない理由があるときは、事業年度の末日の90日前までに減少しよ
うとする出資口数をこの組合に予告し、当該事業年度の終わりにおいて出資口数を減少することができる。

宮の前地区
●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン「あっぷる会」
　健康チェック
日　時：6月8日（木）午後1時30分～2時30分　　
場　所：あっぷる館（小台通り）

●西尾久東長寿会　健康チェック
日　時：6月17日（土）午後1時～2時
場　所：西尾久東町会会館

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン　
　さくらサロン宮の前
日　時：6月21日（水）
　　　　午後2時～3時
場　所：宮の前診療所２階　
　　　　さくらの部屋

●NO２（二酸化窒素測定）実施日のお知らせ
日　時：6月1日（木）～２日（金）実施

　

じ
め
じ
め
と
湿
気
の
多

い
昨
今
で
す
が
、
皆
さ
ま

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ

う
か
？

　

足
立
区
で
は
５
月
中
旬

か
ら
、
自
治
体
特
定
健
診

が
始
ま
り
ま
し
た
。
普
段

か
ら
医
療
機
関
に
定
期
的

に
お
か
か
り
の
方
で
も
、

幅
広
く
ご
自
身
の
体
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
良
い
機
会

と
な
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

健
康
管
理
に
お
役
立
て
頂

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

受
診
期
限
は
ほ
と
ん
ど

の
方
が
１
月
末
ま
で
と
は

い
え
、
カ
タ
ロ
グ
ギ
フ
ト

プ
レ
ゼ
ン
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
参
加
い
た
だ
け
る
の

は
９
月
ま
で
に
受
診
さ
れ

た
方
に
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
早
め
に
ご

受
診
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
よ
り
受
診
方
法

に
変
更
が
あ
っ
た
追
加

検
診
の
中
で
も
、
大
腸

が
ん
・
肺
が
ん
・
前
立

腺
が
ん
・
胃
が
ん
ハ
イ

リ
ス
ク
は
当
院
で
ご
受

診
い
た
だ
け
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ミ

リ
ー
ク
リ
ニ
ッ
ク
で

は
、
な
る
べ
く
多
く
の

方
に
９
月
ま
で
に
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

健
診
専
門
枠
も
設
け
ま

し
た
。
詳
し
く
は
受
付

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
ま
せ
。

（
事
務
長
・
牛
田
記
）

受 付  窓口から皆さんへ

●
歩
こ
う
会

（
み
や
ま
え
ウ
ォ
ー
カ
ー
ズ
）

日　

程
：
６
月
11
日（
日
）

行
き
先
：
横
浜（
外
人
墓
地
）

J
R
田
端
駅
9
時
集
合

日　

程
：
７
月
９
日（
日
）

行
き
先
：
赤
羽
散
策

ひ
こ
う
き
公
園（
宮
の
前
診
療
所
並
び
）

9
時
集
合

「
自
分
の
死
を
考
え
る
会
」

東
尾
久
支
部

日　

時
：
6
月
16
日（
金
）

　
　
　
　

午
後
2
時
か
ら

場　

所
：
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
：「
終
末
期
医
療
」

コ
ー
プ
の
な
か
ま・荒
川

「
コ
ー
プ
カ
フ
ェ
」

日　

時
：
6
月
8
日（
木
）

　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

場　

所
：
熊
ま
ね
き
堂

　
　
　
　
（
ハ
ッ
ピ
ー
モ
ー
ル
熊
野
前　

中
程
）

参
加
費
：
無
料

ふれあいファミリー
クリニック

転居・氏名変更、お亡くなりになった場合は医療生協にご連絡ください

組合員の資格及び自由脱退および出資減額について

掲 示 板

瓦
版

宮
の
前 

［4］2017年6月あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）No. 459

健康づくり委員会宮
の
前
／
診
／
療
／
所

利
用
委
員
会

掲
示
板

皆さんの声が改善に！
お聞かせください。

2016年度

理事会から

虹の声

地域共通

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。宮
の
前
診
療
所
利

用
委
員
会
で
す
。前
回（
２９
年
３
月
）以
降
の
虹

の
声
は
次
の
通
り
で
し
た
。

●ふれあい粋、活き（いきいき）サロン　

回
答 ①

委
員
か
ら
の
声

 ｢

ト
イ
レ
の
便
座
が
冷
た
か
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
」



　最近注目されているウイルスで、呼吸器感染を引き起

こします。小児の呼吸器感染症の5～10％です。このウ

イルスの主な症状は、咳と鼻水、4～5日続く熱です。重

症化すると「ぜーぜー」と呼吸が苦しくなり、呼吸困難に

おちいることもあります。RSウイルス感染症と症状はよ

く似ています。違いは、RSウイルスは、冬から春にかけ

て流行が多いのに対して、このウイルスは3月～6月が

ピークであること、またRSウイルスは2歳までにほぼ

100％が感染するのに対し、このウイルス感染症は1～

3歳が流行のピークとなります。

　早期発見が重要ですが、迅速キットにより10分で診

断可能です。治療は、ウイルス

ですので対症療法が中心になり

ます。いずれにしても集団感染

が怖いので、頭に入れておくべ

き疾患です。

キ
ッ
ズ
メ
デ
ィ
カ
ル

「
ヒ
ト
メ
タ
ニ
ュ
ー
モ

　
　
　
　ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」

vol.61

私
は
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
部
に
所
属
す
る
理
学
療
法

士
で
、
主
に
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の

業
務
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

梶
原
診
療
所
に
は
在
勤
５
年

目
に
な
り
ま
す
。

私
に
は
入
職
し
て
か
ら

ず
っ
と
自
身
の
目
標
に
し
て

い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
「
ど
こ
に
い
っ
て
も
重

宝
さ
れ
る
人
」
に
な
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
以
前

読
ん
だ
孔
子
の
論
語
か
ら
学

び
ま
し
た
。「
お
ご
ら
ず
い
つ

も
謙
虚
で
あ
る
こ
と
。
仕
事

は
慎
重
か
つ
丁
寧
に
、
人
と

の
交
わ
り
で
は
真
摯
で
あ
る

こ
と
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方

を
し
て
い
れ
ば
、
ど
ん
な
所

へ
行
こ
う
と
も
、
ど
の
土
地

で
も
必
ず
重
宝
さ
れ
る
人
に

な
れ
る
。」

言
う
は
易
く
行
う
は
難
し

で
す
が
、
こ
の
言
葉
を
大
切

に
し
て
、
職
場
や
地
域
で
少

し
で
も
重
宝
さ
れ
る
人
に
な

れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

（
理
学
療
法
士
：
佐
野
栄
仁

記
）

皆
さ
ん
が
、
生
き
て
い

く
、
働
い
て
い
く
上
で
の
理

念
や
、
大
切
に
し
て
い
る
事

は
何
で
す
か
？

実
は
、
理
念
と
い
う
言
葉

は
外
来
語
で
、
中
国
か
ら
来

た
漢
文
で
す
。
日
本
語
に
訳

す
な
ら
ば
「
憧
れ
」
と
な
る

そ
う
で
す
。
皆
さ
ん
は
、
ど

の
よ
う
な
人
生
に
「
憧
れ
」

を
抱
き
ま
す
か
？

私
は
人
を
動
か
し
て
い
る

も
の
は
「
想
い
」
だ
と
思
い

ま
す
。
き
っ
と
、
日
々
抱

い
て
い
る
「
想
い
」
に
向

か
っ
て
、
人
は
生
き
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
は
組
織
も
同
じ
で
す
。

み
ん
な
で
描
く
組
織
の
「
憧

れ
」、「
想
い
」
に
向
か
っ

て
組
織
も
進
ん
で
い
く
の
で

す
。法

人
４５
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
基
本
理
念
と
「
ふ
れ

あ
い
ク
レ
ド
」
は
で
き
ま
し

た
。
聞
き
な
れ
な
い
「
ク
レ

ド
」
と
い
う
言
葉

は
、
ラ
テ
ン
語
で

信
条
と
い
う
意
味

で
す
。

 「
ふ
れ
あ
い
ク
レ

ド
」
は
経
営
者
か

ら
下
り
て
く
る
企

業
理
念
と
は
異
な

り
、
み
ん
な
で
作

る
理
念
で
す
。
そ

も
そ
も
、「
ふ
れ
あ
い
ク
レ

ド
」
は
、
ま
っ
た
く
新
し
く

出
来
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
45
年
の
実
践
の
中
で
培

わ
れ
た
も
の
、
と
い
う
方
が

近
い
の
で
す
。
諸
先
輩
方

が
、
こ
の
地
域
を
支
え
、
健

康
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
、

組
織
づ
く
り
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
描
い
た

「
憧
れ
」
や
「
想
い
」
を
ま

と
め
た
も
の
が
、「
ふ
れ
あ

い
ク
レ
ド
」
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
東
京
ふ
れ

あ
い
医
療
生
協
が
ず
っ
と
地

域
を
支
え
続
け
る
た
め
に
、

「
憧
れ
」
や
「
想
い
」
を
引

き
継
ぎ
、
時
代
に
合
わ
せ
て

発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、

「
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
」
は
で

き
ま
し
た
。

私
た
ち
一
人
一
人
の
日
々

の
活
動
や
仕
事
は
、
大
き
な

「
わ
」
に
な
っ
て
地
域
を
支

え
て
い
き
ま
す
。
一
人
一
人

の
憧
れ
が
大
き
な
力
と
な
る

の
で
す
。（
梶
原
診
療
所
医

事
課
・
山
根
記
）

■サロン「かあさんの茶の間」＝毎週火・木曜日 午後1時～午後5時・みらいハウス梶原

月 火 水 木 金 土

午前
9時～

　倉信※1

西本
渡邉

　倉信※1

神田

　倉信※1

渡邉
築地

（循環器内科）

　倉信※1

西本
渡邉
廣瀬

西本
神田
渡邉
松田

西本
（第1・3・5）
　倉信※1

（第2・4・5）
　渡邉※1

（第2・3）
井口（第1）

午後
1時30分～

倉信
倉信
西本
渡邉

倉信
西本
神田
廣瀬

※2

西本
渡邉

神田
渡邉

※3

月 火 水 木 金 土

午前
9時～

本池 本池
中里 本池 東 本池

本池
（第1・3・5）
前之原
（第2）
中元
（第4）

午後
1時30分～

本池 小峰 本池
※2

渡邉 本池

【 内科・小児科 】 【 外科・整形外科 】

月 火 水 木 金

内科・
小児科

神田 平原
渡邉 西本 倉信

仁部 倉信

外科・
整形外科

本池

◎夜間診療　午後6時～
※1：小児優先の受付は9時30分までです。(金曜日、第1第3土曜日は実施していません)
※2：木曜日午後は14時45分受付、15時診療開始です。
※3：土曜日午後は急患の方は対応出来ます。事前に診療所にお電話してください。
※4：第4日曜日午前に休日診療を行います。9時15分～11時受付、9時30分診療開始です。
※5：（予防接種は除く）注射のみ・物療のみご希望の方は、午前は11時まで、午後は16時までにお越しください。

診療は予約制となります。 ☆電話とインターネットによる予約は２週間前から可能です

予約方法
・電話で予約（☎０３－３９１１－５１７１）
・来院して窓口で予約
・インターネット予約（梶原診療所ホームページ）
・医師診察時に次回予約

＊受付開始　午前８時４５分～午後８時まで（木曜・土曜のぞく）※5

［3］2017年6月 No. 459あなたが主役でいられるまち、ふれあいの“わ”が未来をつくる（当生協基本理念）

在宅の窓 vol. 87

「どこにいっても重宝される人」を目指して
リハビリテーション部より

理
念
の
普
及・研
修・教
育

連 載③

〝
ふ
れ
あ
い
ク
レ
ド
〞チ
ー
ム
よ
り

理
念
は「
憧
れ（
あ
こ
が

れ
）」で
あ
る

2017年6月1日現在梶原診療所・医師診療表



４月１６日（日）西新井大師で、撮影会を行
いました。当日は快晴で暑く、境内では、半
袖シャツ姿の若者を、何人か見ました。
撮影目的のボタンの花は、２分咲きほどで
ありました。

（フォトクラブ代表　中野巌）

5
月
9
日
総
代
選
挙
管
理
委

員
会
を
開
催
し
、
2
0
1
7

年
度
・
2
0
1
8
年
度
東
京

ふ
れ
あ
い
医
療
生
活
協
同
組

合
総
代
の
当
選
者
を
下
記
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の
で

公
告
し
ま
す
。

（
堀
船
１
丁
目
支
部
／
10
名
）

関
寿
美
重
、
西
澤
や
よ
い
、
高

橋
剛
、
小
山
富
士
夫
、
石
井

純
夫
、　

渡
辺
富
貴
子
、
神
原

三
千
代
、
佐
山
悦
子
、
堀
江
宏

実
、
遠
田
豊
彰

（
堀
船
２
丁
目
支
部
／
8
名
）

林
伸
子
、
佐
藤
久
恵
、
武
藤

文
江
、
植
松
鏡
子
、
森
川
ま
さ

子
、
高
山
郁
子
、
堀
江
博
子
、

荒
井
紀
子

（
梶
原
支
部
／
14
名
）

白
岩
清
、
荒
川
節
子
、
茂
木

シ
ズ
、
下
川
シ
ヅ
エ
、
花
形
初

美
、
石
島
瑠
恵
子
、
桑
原
光

郎
、
飛
弾
美
智
子
、
久
保
木

マ
サ
子
、
郷
内
雪
枝
、
沼
田
勝

子
、
塚
田
キ
ヨ
子
、
小
森
輝

子
、
豊
島
美
代

（
堀
船
4
丁
目
支
部
／
5
名
）

武
藤
仁
、
小
野
里
き
ぬ
、
菅
野

庸
子
、
平
田
信
子
、
三
根
公
子

（
上
中
里
支
部
／
16
名
）

根
来
君
江
、
吉
田
千
代
子
、
古

内
喜
代
美
、
山
腰
令
子
、
伊

藤
喜
久
子
、
赤
津
桂
子
、
平

岡
志
郎
、
一
石
夕
起
子
、
平
野

ト
ヨ
子
、
吉
田
清
、
谷
口
洋

子
、
平
塚
民
江
、
鈴
木
好
生
、

渡
辺
ト
ミ
子
、
林
美
江
、
吉
田

光
子

（
栄
町
支
部
／
14
名
）

川
上
富
三
、
小
川
ト
シ
子
、
大

槻
節
子
、
澤
田
富
子
、
高
橋

京
子
、
宮
一
彰
介
、
丹
波
ヒ
ロ

子
、
福
島
ト
ク
江
、
青
木
静

子　

小
熊
高
子
、
仲
本
す
み

子
、
前
澤
順
子
、
山
下
唯
子
、

神
林
久
則

（
飛
鳥
山
支
部
／
8
名
）

徳
岡
め
ぐ
み
、
安
松
素
子
、
佐

藤
有
恒
、
田
邊
正
幸
、
鈴
木
陽

子
、
津
田
公
男
、
相
田
能
輝
、

矢
郷
覚

（
西
尾
久
1
・
2
・
3
丁
目
支

部
／
20
名
）

野
田
貞
幸
、
橋
本
ヒ
サ
子
、
西

巻
幸
子
、
丹
原
の
り
子
、
黒
田

好
美
、
川
野
辺
悦
子
、
佐
藤
澄

子
、
小
泉
貞
子
、
木
原
フ
ミ
、

大
塚
つ
る
子
、
鈴
木
滋
子
、
波

賀
多
サ
チ
子
、
東
山
崎
百
合

子
、
北
川
君
江
、
大
木
永
子
、

浅
沼
博
幸
、
保
田
正
子
、
古
河

正
子
、
沢
田
劼
也
、
谷
澤
淑
子

（
西
尾
久
4
・
5
・
6
丁
目
支

部
／
16
名
）

表
栄
子
、
河
城
靖
子
、
猪
岡

裕
子
、
三
浦
久
美
子
、
宮
澤
親

夫
、
長
谷
部
民
子
、
東
海
林
ト

ミ
、
宗
廣
春
枝
、
戸
塚
玉
夫
、

土
屋
智
恵
子
、
相
田
富
子
、
水

島
玲
子
、
熊
谷
美
津
子
、
曽

根
和
夫
、
加
藤
規
子
、
佐
々
木

ト
シ

（
西
尾
久
7
・
8
丁
目
支
部
／

25
名
）

池
上
裕
、
渡
邊
惠
子
、
伊
藤

友
治
郎
、
庵
谷
成
子
、
鳥
山

英
子
、
下
条
敏
子
、
宇
都
木

光
江
、
愛
場
み
つ
、
山
上
千
鶴

子
、
増
山
直
子
、
小
嶌
ハ
ル
、

上
野
静
子
、
小
林
登
喜
子
、
岡

田
広
子
、
多
賀
久
枝
、
内
田
順

子
、
越
田
正
紀
、
正
木
智
子
、

依
田
禎
子
、
星
美
知
子
、
菱
沼

禮
子
、
渡
辺
勝
代
、
平
井
多
恵

子
、
寺
門
友
子
、
高
橋
た
か
子

（
東
尾
久
支
部
／
19
名
）

山
野
辺
マ
サ
子
、
金
子
幸
枝
、

川
畑
和
子
、
中
川
栄
子
、
岡
部

登
美
子
、
内
田
千
枝
子
、
北
浦

良
子
、
篠
崎
節
江
、
飯
村
セ
イ

子
、
吉
崎
勝
代
、
遠
藤
静
子
、

森
田
三
栄
子
、
鈴
木
則
子
、
鈴

木
京
子
、
加
藤
恵
子
、
鈴
木

章
子
、
根
本
ハ
ル
子
、
野
島
美

幸
、
中
村
さ
だ
子

（
小
台
・
宮
城
支
部
／
21
名
）

水
野
君
江
、
藤
間
弘
子
、
田

中
幸
子
、
田
川
か
づ
、
田
中
邦

子
、
小
池
初
江
、
高
橋
信
子
、

小
菅
久
美
子
、
大
森
千
代
子
、

沼
部
敏
子
、
菅
原
美
代
子
、
野

中
眞
澄
、
見
留
佐
知
子
、
内
倉

利
美
子
、
菅
野
ス
ミ
子
、
関
口

京
子
、
村
瀬
宣
子
、
三
木
志
津

江
、
池
浦
松
雄
、
阿
部
文
子
、

遠
藤
逗
信
子

（
堀
船
2
・
3
丁
目
集
合
住
宅

準
備
支
部
／
8
名
）

伊
藤
悦
子
、
岡
崎
な
つ
子
、
羽

生
ま
ち
よ
、
松
村
操
、
余
語
隆

子
、
船
田
安
一
、
松
井
輝
、
菊

地
吉
晴

（
豊
島
5
丁
目
団
地
地
区
／
3
名
）

上
田
佳
子
、
辻
征
子
、
守
谷
春

美（
東
田
端
・
田
端
新
町
地
区
／
4
名
）

永
江
奈
美
子
、
渡
辺
正
一
、
町

田
洋
子
、
鈴
川
ト
ク

（
昭
和
町
地
区
／
6
名
）

中
野
巌
、
護
守
相
子
、
宮
城

敏
雄
、
副
島
昌
子
、
丹
沢
敬
、

水
井
か
づ
み 

（
王
子
・
王
子
本
町
地
区
／
3
名
）

長
谷
ま
り
子
、
長
坂
晴
男
、
松

浦
敏
子　
　
　

（
全
体
区
／
10
名
）

伊
藤
紀
幸
、
高
橋
薫
、
鈴
木

徳
造
、
中
村
成
一
、
岩
井
と
う

子
、
大
畠
知
子
、
西
澤
博
三
、

竹
野
入
康
司
、
久
保
次
郎
、
衣

川
豊

以
上

当
選
し
た
総
代
2
1
0
名

（
立
候
補
届
受
付
順
）

■「生命の炎」づくりにあなたの知恵と力を貸してください（編集委員を募集中）☎03-3911-3600 天沼まで

４
月
８
日
（
土
）
第
５０

期
梶
原
保
健
講
座
が
開
講

さ
れ
１１
名
の
受
講
者
が
入

学
し
ま
し
た
。
例
年
通

り
、
健
康
づ
く
り
委
員
会

の
皆
さ
ん
に
サ
ポ
ー
ト
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

受
講
生
の
皆
さ
ん
真
剣

な
表
情
で
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。
時
に
笑
い
も
あ

り
、
和
気
藹
々
と
し
た

ム
ー
ド
の
中
で
講
義
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
卒
業
式

ま
で
の
５
回
の
講
義
を
行

い
ま
す
。（

組
織
担
当
：
鈴
木
）

桜
が
見
頃
を
迎
え
る

４
月
５
日
、
宮
の
前
健

康
づ
く
り
委
員
会
主
催

「
第
１８
期
宮
の
前
保
健

講
座
」
が
開
講
し
ま
し

た
。
１８
名
の
受
講
生
が

和
や
か
に
講
義
を
受
講

し
て
い
ま
す
。
講
座
は

４
月
〜
６
月
の
３
か
月

間
に
全
部
で
７
講
座
あ

り
、
医
師
や
看
護
師
が

行
う
生
活
習
慣
病
や
認

知
症
の
話
、
す
こ
し
お

生
活
（
少
し
の
塩
分
で

健
や
か
な
生
活
）
を
実

践
す
る
秘
訣
な
ど
身
近

な
関
心
事
を
テ
ー
マ
に

し
た
講
義
を
聞
き
、

３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
毎
回
意
見
交
換

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

イ
ス
に
座
っ
て
講
義
を

受
け
る
だ
け
で
な
く
、

腰
痛
・
膝
痛
予
防
の
筋

力
ア
ッ
プ
講
座
で
体
を

動
か
し
た
り
、
舎
人
公

園
で
の
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
を
通
し
て
受
講
生
や

運
営
委
員
同
士
の
交
流

を
深
め
て
い
ま
す
。
健

康
づ
く
り
委
員
会
で
は

「
地
域
ま
る
ご
と
健
康

づ
く
り
」
を
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
生
活
習
慣
病
の
予

防
や
環
境
問
題
に
つ
い

て
様
々
な
取
り
組
み
を

継
続
し
て
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

（
組
織
担
当
：
丸
山
）

宮
の
前
保
健
講
座 

18
名

両診療所で保健講座開催中
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②

総
代
選
挙
当
選
者
公
告

梶
原
診
療
所
お
よ
び
宮
の
前
診
療
所
で
開

催
さ
れ
て
い
る
保
健
講
座
を
紹
介
し
ま
す
。

梶
原
保
健
講
座 

11
名

５月号からスタートした「組合員作品コーナー」で
す。絵手紙・写真・手芸作品を毎号交互に紹介
していきます。組合員さんの日頃の精進にご期
待下さい。

東
京
ふ
れ
あ
い
医
療
生
活
協
同
組
合

総
代
選
挙
管
理
委
員
会　

委
員
長 

石
川
テ
イ
子


